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論文の内容の要旨 
 
 YODSURANG Patiphol氏の博士学位論文は、タイの伝統的な水辺集落における文化的価値を
明らかにする研究である。その要旨は以下のとおりである。 
 インドシナ半島に位置するタイは、熱帯モンスーン気候で高温多湿のため、多くの河川が流れる
国土を持つ。そこには灌漑による農業や沿岸部の漁業、そして河川を利用して発達した交易など、
水とともに暮らす居住文化が形成されてきた。物資の運搬はもとより、網の目のようにめぐらされ
た河川を利用して人々は移動し、河川に面した木造家屋から出入りする独特の生活様式を営なんで
きた。しかしながら自動車を主体にした陸上交通が整備されるにつれて、水とともに暮らす生活様
式も次第に変容しつつある。これまで学術的調査に基づいた水辺集落の全体像は明らかにされてお
らず、その文化的価値についても明快に位置づけられていない。著者は本研究で、次第に失われよ
うとしている水辺集落の実態を把握するとともに、その文化的価値や水辺集落を形成している伝統
的要素について明らかにすることを試みた。本研究は、タイのチャオプラヤー川流域に残る水辺集
落を対象にして、集落形態の分類とその形成要因、そして水と関わる生活様式との関連性を明らか
にするために行われた。 
 論文の第 1 章では、研究の目的、位置づけ、研究の方法論、論文の構成について説明している。
チャオプラヤー川周辺には、交易や農業、漁業など水とともに生きてきた生活環境が歴史的に形成
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されてきており、その史的概要について説明している。伝統的な水辺集落は、河川を利用した交易、
物資の集積と交換、農業や漁業などの生業、民族的集住などの要因によって形成されてきているこ
とを文献から説明している。またタイにおける建築物や文化財保存の制度および都市計画について
概括し、水辺集落の保存の現状について整理している。研究の進め方として、チャオプラヤー川流
域に残る水辺集落を統計的に分類し、さらに分類された水辺集落の文化的価値をフィールドワーク
から検証していく手法を述べている。 
 第 2章では、チャオプラヤー川流域に残る 138箇所の水辺集落に対して、集落の特徴や水域環境
との関連を明らかにするために、統計的分析を行い、伝統的水辺集落の分類を行っている。集落の
分析はクラスター分析によって 7つに分けることを示し、さらに各クラスターの特徴、性質につい
て主成分分析を行ない、分類された集落のもつ文化的価値について明らかにしている。抽出された
水辺集落は、「川港町」(Riverport town)、「水田集落」(Paddy village)、「水上集落」(Raft 
community)、「運河沿い交易集落」(Canal trading village)、「河口の農村集落」(Estuarine 
agricultural village)、「果樹園集落」(Orchard village)、「沿岸の漁村」(Coastal Fishing village)
である。 
第３章では、前章で 7つに分類された水辺集落について、典型的な集落を 12箇所選び、それぞ
れの事例研究を行っている。集落に住む人々の伝統的生活・仕事および水域環境との関連を考察し
た結果、水を通しての交流が水辺の生活に影響を及ぼしていることを明らかにした。水と集落の関
係は、「水田集落における洪水」、「果樹園集落における水路の灌漑ネットワーク」、「河口農村集落
における汽水の循環」、「沿岸漁村における干潟漁業」、「川港町における南北の河川物流」、「運河
交易集落における東西の物流」、「水上集落における水上の暮らし」という要素によって成立するこ
とを示している。 
第４章では、チャオプラヤー川流域の伝統的集落の中から、①サームチュック集落 (Talad 
Samchuk Community: Riverport town)、②パッカーン集落(Pakkran Community: Paddy village)、
③サケークラーン川水上集落(Raunpae Meanam Sakraekrang: Raft community)、④コーンスア
ン集落(Klongsuan Community: Canal trading village)、⑤イーサーン集落(Yeesarn Community: 
Estuarine agricultural village)、⑥アームパワー集落(Amphawa Canalside Community: Orchard 
village)、⑦レームヤイ集落(Lemyai Community: Coastal fishing village)、の７集落について評価
を行っている。その結果、チャオプラヤー川および周辺河川の水辺集落は、居住者の生活や産業形
態と水利環境によって関係付けられ、農業活動と文化的景観の多様性を有していることを示した。
また、水辺集落に残る伝統的高式住宅や川沿いの木造長屋は、集落が位置する水域環境に適応した
ものであり、交易や生活環境に適応させて発展してきた。これらの建築物は木造で作られており、
伝統的様式や構造を受け継いできたことを明らかにしている。それらの文化的価値を、「氾濫原に
おける定住様式と固有資源の利用」、「河川流通組織を基盤にした地方経済に対する異文化の影響」、
「地域社会ネットワークの相互接続」に基づくものとしている。 
第５章では、本論文の各章の結果をまとめて結論を示している。そしてチャオプラヤー川水域の
水辺集落を維持していくためには、人々の生活環境と河川交易の地域経済を形成している多様な文
化、そして水域環境に依存している人々のネットワークの維持や再活性化が必要なことを指摘して
いる。 
 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 タイをはじめ東南アジアの国々には豊かな熱帯雨林とそれとともに継承されてきた居住文化が
残っている。しかし先進国の建築物や集落における研究の蓄積と比べて、それほど研究者の層も厚
くなく、現地の研究者による学術的成果も蓄積されていない。著者は参考にする資料も限られてい
る中で、タイの水辺集落について初めて体系的に捉えることに成功している。そして建築的特徴や
集落形態などの物的な伝統的要素に加えて、生業や交易形態など集落を成立させてきた社会的要素
も捉えている。今後、水辺集落を文化遺産として保護していくためにも、集落を成立させてきた文
化的価値を失わないようにするために、本研究の成果は貴重である。 
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平成 29年 1月 12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
 
よって、著者は博士（世界遺産学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
